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宮内腔病変が疑われ、 手術加療を受ける患者を対象としH ys m art sc opy の診断精度を評価した。症例は2 例




医学生で3.5 であった。 H ys m artscopy を用いて検査を行った症例の、病理学的診断は子宮体癌が5例、子
宮粘膜下筋腫が8例、子宮内膜ポリープが7例、正常内膜が2例で、あった。検査時間は手技の開始から動画
撮影までl分未満であり、スマートフォンにて動画を確認しながら検査可能で、あった。Hys m art scopy の診断
精度は、正常内膜症例で10 % (2/ ）、子宮内膜ポリープ症例では71.4 % (5/7 ）、粘膜下筋腫症例では62.
5% (5/8 ）、子宮体癌症例では10% (5/ ）であり、 全体で、7.3 % で、あった。検査中および検査後に合併症
は認めなかった。
細径ファイバスコープ。およびモパイルテクノロジーを使用した子宮鏡検査は本研究が初めての報告である。
Hysmartcop による子宮鏡検査は、従来の子宮鏡検査で、必要で、あった麻酔や頚管拡張などを必要とせ
ず、患者への侵襲が低い検査で、あった。日ysmartscopy システムは、簡便かつ正確で、効率的なデータ収集
が可能であり、従来の子宮鏡検査の代替手段となり得る。
